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第4グループ 1　発行状況

（1）発行回数・
　　発行部数
　　（1回あたり）

（2）発行時期（発行月）
（3）
平均発行
　所要日数

（4）配布先
(各世帯以外で)

（5）年間発行経費
（令和5年度見込み）

（1）編集委員会名
（2）編集委員及び
　　 担当職員数

（3）編集作業

（予算）
年4回 917,000円

1,600部 1部あたり約
143円

（予算）
年12回 2,700,000円
6,000部 1部あたり約

38円

（予算）
年4回 2,840,000円

6,700部 1部あたり約
106円

（予算）
年4回 270,000円
600部 1部あたり約

113円

（予算）
年4回 1,021,680円

2,700部 1部あたり約
95円

（予算）
年4回 400,000円
600部 1部あたり約

167円

（予算）
年4回 700,000円

2,700部 1部あたり約
65円

（予算）
年4回 770,000円

1,300部 1部あたり約
148円

広報委員会
編集委員４人
担当職員１人

議員・事務局合同

五木村
『五木村議会

だより
やまめ』

議会単独 4月、7月、10月、1月 ３０日

議会広報編集特
別委員会

編集委員６人
担当職員１人

議員・事務局合同

芦北町
『芦北町議会

だより
うたせ』

議会単独 5月、8月、11月、2月 ５０日

地域振興局、
警察署、ＪＡ、
町有温泉等施設、

福祉施設など

議会広報委員会
編集委員６人
担当職員２人

議員・事務局合同

御船町
『あおぞら２１』

議会単独 1月～12月の毎月月末 １６日

各課、
社会福祉協議
会、広域連合、
近隣町村議
会、県議長会

2　発行・配布 3　編集体制

南小国町
『議会広報
南小国』

議会単独 5月、8月、11月、2月 ５０日

学校、
図書館、
物産館、
銀行窓口など

議会広報調査対
策特別委員会

編集委員４人
担当職員１人

議員・事務局合同

議会広報特別委
員会

編集委員５人 議員のみ

産山村
『議会だより

産山』
議会単独 5月、8月、11月、2月 ４５日

学校、
福祉施設

広報特別委員会
編集委員４人
担当職員１人

議員・事務局合同

苓北町
『苓北町議会

だより
きずな』

議会単独 4月、7月、10月、1月 ３０日

特になし
（町ＨＰにもＰＤ
Ｆファイルとして
登載している）

議会広報特別委
員会

編集委員４人
担当職員１人

議員・事務局合同

球磨村
『球磨村議会
だより』

議会単独 5月、8月、11月、2月 ２５日 全世帯
球磨村議会広報
対策特別委員会

編集委員４人
担当職員１人

議員・事務局合同

高森町
『高森町議会
だより　絆』

議会単独 5月、8月、11月、2月 ５０日
役場各課・局、
近隣自治体議
会事務局
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第4グループ

（1）文字数の制限
　　（1人あたり）

（2）質問原稿の
　　　作成者

（3）執行部答弁
　原稿の作成者

（4）質問関連
　　写真の準備

（5）原稿締切日
（6）上記以外で、原稿提出
　　 に関する取り決め事項

（７）一般質問を広報紙に掲載するにあたり、
　　　気を付けていること、苦労していること

南小国町
『議会広報
南小国』

300字以内 広報委員会 広報委員会
広報委員会
事務局

定例会の翌月１０日頃

・スペースは議員１人あたり
　半ページ
・文字起こしされたデータを
　基に、実際の発言内容から
　要約をする
・１問につき300文字程度で
　まとめること
　＊１項目質問の場合：３００文字
　　の原稿＋関連する写真２枚
　＊２項目質問の場合：３００文字
　　の原稿×２本

・これまでは、広報委員会のメンバーが
　原稿作成していたので、質問された議員
　本人が何を最も伝えたかったのか、
　ポイントが合っているのか、分からない
　時は苦労した
・２０２３年改選により、広報委員会も
　入れ替えがあったので、改選の
　タイミングに合わせ、一般質問原稿作成
　も広報委員会から議員本人へ変更した

御船町
『あおぞら２１』

1,000字以内 議員本人
議員本人
執行部

議員本人
一般質問があった議会翌月の
２週末

・文字数の厳守と写真・イラ
　ストの提出（必ず１枚は
　写真かイラストを載せる事）

・全体的な構成、文字数など

芦北町
『芦北町議会

だより
うたせ』

議員本人 事務局 事務局 第１回広報委員会後約２週間
広報委員以外の議員の一般質問記事で、伝
えたい要点が取り上げられているのか。

五木村
『五木村議会

だより
やまめ』

議員本人 議員本人
執行部
事務局

第１回広報委員会の日まで
月末の区長会で全世帯への配
布を行うので、原稿の締め切
りの徹底をお願いしている

質問、内容を要約するので、読者に伝わり
やすく明瞭・簡潔にすること。

苓北町
『苓北町議会

だより
きずな』

Ａ４
１/２ページ以内

議員本人 議員本人 議員本人
議会定例会閉会日から原則
１０日後の日まで

口語体さらには文末表示の型
は常体での作成（文末を「だ
である」をお願いしている）

産山村
『議会だより

産山』
議員本人 議員本人 事務局 広報委員会開催３日前まで

一般質問については、議員本人にまとめて
いただき掲載しているが質問が何件もある
議員もいるため委員会で調整する必要があ
り原稿の編集が本人の意図しないことこと
があった場合の調整に苦慮している。

高森町
『高森町議会

だより
絆』

600字以内 議員本人 議員本人 議員本人
第２回議会広報特別委員会開
催の１週間前まで

球磨村
『球磨村議会

だより』
1,100字以内 広報委員会 広報委員会 広報委員会

広報委員会開催の１週間前ま
で

・表紙の写真は委員長が担当
・編集後記は、広報委員が
　順番に担当

一般質問の原稿、編集は広報委員が行うた
め、事前に議事録を質問議員に渡し、質問
の意図、伝えたい部分にマーカーを入れて
もらい編集している

4　一般質問の掲載
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第4グループ 5　企画・特集記事 6　読んでもらうための工夫 7　その他

（1）定期的に、企画や特集記事として
　　掲載しているもの
（例　住民紹介、追跡記事、議会用語解説　など）

（2）定期的ではないが近年、特に力を
　　入れた（チャレンジした）もの

(3)今後取り上げてみたいテーマ
　（計画を含む）

（1）住民に読んでもらうために「紙面上」で
　　工夫しているところ

（2）「紙面以外」で工夫していること
　　　（計画を含む）

（3）今後工夫したいと考えて
　　いること
（実現するかどうかは関係なく）

広報紙発行における課題や広報研修会で取り上
げてほしい事等

南小国町
『議会広報
南小国』

・裏表紙では「町民インタビュー」を掲
載。
　＊なかなか表には出ないけど、町内で
挑戦し何かを頑張っておられる方・町の
暮らしを支えている方に焦点を当て、独
自で取材・撮影・制作を行っている。
「町民インタビュー」の記事を見て、新
聞記者が取材に行かれて新聞記事になっ
たことも数回あり、読者からも好評をい
ただいている。
・特集記事を毎号組むようにしている。
　＊各種事業等、審議した案件がその先
どうなったのか追跡調査をするため、現
地取材をし特集記事として掲載してい
る。
・毎年１２月に行われる中学３年生によ
る「子ども会議」の内容を２月発行号で
特集として掲載している。

・議会側からの一方的な広報だけでな
く、広聴も必要と考え、初めて読者アン
ケートを行った。
　＊アンケートは郵便、ＦＡＸ、オンラ
イン、持参と４つの手段で回答できるよ
うにし、結果４２通の回答をいただい
た。(全世帯に対する回答率３％)、読者アン
ケートをとった次の号でアンケート結果
を掲載した。

広報委員会の中で協議中

・まずは手に取ってもらうための取組み
として、表紙と裏表紙（「町民インタ
ビュー」）では町民の写真をカラーで掲
載している。
　＊家族や親戚、ご近所さんなどご自身
の知っている人が載っていたら手にする
確立が上がるだろうと考え、保育園生か
ら９０代の方まで幅広い年齢に方に登場
いただいている
・表紙では季節感のある風景を撮影し掲
載している。
　＊１枚だったり、１０枚ほどを組み合
わせてデザインしたりしている。

公共施設等だけでなく、近隣のスーパー
や物産館、銀行窓口などにも置いていた
だいている。また、個人のＳＮＳでも広
報発行のお知らせを毎回投稿している。

町民と意見交換できる場を設けることが
できればと考えている。

各町村議会の先進的な取組等を学ばせて
いただきたい。

御船町
『あおぞら２１』

・巻末ページに町民参加の「かがやく
人」のコラム
・議会の開催予定等

表紙の題字（御船高校の書道部）
町内の各グループとの意見交換、要望聴
取

配置やイラストを使用してわかり易く文
面を工夫している。

高校生（１８歳以上で選挙権を有する学
生）への議会への要望を聞く。議会への
関心を広く集める工夫をする。

町内の小中学生に議会への関心を喚起す
る。（議会見学・訪問など）

写真の活用法以外に、わかり易い紙面に
するための工夫をどのようにしているの
か。

芦北町
『芦北町議会

だより
うたせ』

広報委員会から全議員に対し、企画や特
集記事の提案がないか、募集を依頼して
いる。

写真等を掲載して、文字数を減らし、レ
イアウトを工夫して見やすい紙面となる
よう意識している。

議会開催時期に防災無線やホームページ
で会期日程等をお知らせし、議会への傍
聴案内等を行い、議会への興味を促す。

広報紙のＱＲコードを読み込むと、議場
での一般質問の動画が視聴できるように
なる。

五木村
『五木村議会

だより
やまめ』

以前は、小学６年生全員（少ないときは
５年生含む）に五木村について思うこと
を掲載。現在は、五木村内の草木を紹
介。あれからどうなったコーナーでは、
追跡記事を掲載。村人インタビューで
は、移住された方などを紹介。

写真やグラフなどを多く掲載し、視覚に
訴えるようにしている。

苓北町
『苓北町議会

だより
きずな』

産山村
『議会だより

産山』

表紙を村に植生する植物をシリーズもの
にしたり、できるだけ分かりやすくする
ため、写真や表を添付している。

特集記事を掲載し、その内容の継続調査
内容を公表するなど読者が読みたくなる
ような紙面づくりを行いたい。

事務局が１名であるため、委員会への対
応がしづらい。

高森町
『高森町議会
だより　絆』

球磨村
『球磨村議会
だより』

最終ページには、小中学校の学年紹介を
掲載している。

・議会の一般質問や特別委員会活動には
写真を掲載して、村の現在の様子がわか
るようにしている。
・予算、決算を掲載するときには、円グ
ラフ等を用いて住民にわかりやすい記事
にするよう心掛けている。


